
No. 氏　名 題目 担当教員

1 青木　和 体幹トレーニング中の筋活動量と組織血流量の動態について 小山

2 石飛　美樹 アルティメットにおけるパス成功率と勝敗の関係 小山

3 岩佐　友季 臨海実習におけるStudent Assistant(SA)のコンディショニング方法の検討 松本

4 海野　智嗣 水泳のインターバルトレーニングにおける休息時間の違いが、心拍数と血中乳酸濃度、疲労度に及ぼす影響 小山

5 大城　陸 低酸素環境での心拍変動 長澤

6 勝田　幸哉 パッキングレートがサッカー勝敗に及ぼす影響　-海外サッカーと国内サッカーの比較- 小山

7 川俣　茜 女性アスリートにおけるスポーツ性貧血と栄養の関係性について　-大学女子剣道選手に着目して- 川井

8 姜　文龍 インターバル・ランニングが心拍数と乳酸値とスプリントタイムに与える影響 小山

9 日下　藍仁 偏平足者に対するスポーツ用インソールの使用がバランス能力に与える影響 小山

10 児玉　晋 L-アスコルビン酸2-グルコシド（ビタミンC）の摂取が大学生サッカー選手の主観的疲労に及ぼす影響 松本

11 齋藤　海人 ネグレクトにおける公共サービスの課題に関する一考察 城間

12 酒井　柾彦 大学生の運動参加を促す高校体育授業における動機づけ雰囲気と心理的欲求 水落

13 芹澤　創 創作ダンス履修者の運動観察内容に関する研究　：創作ダンスの胸の動きに着目して 青山

14 田中　聖悟 高校野球とメディアの関係性について 吉田

15 藤井　萌 心理社会的ストレスを評価するSOMA Cube Readerの妥当性　-唾液コルチゾールの検定- 水落

16 本間　賢志 柔道授業における怪我の関係性と安全な授業実施 櫛

17 松井　千夏 大学生アスリートの恋愛とスポーツ活動に関する心理状況の性差 水落

18 松野　誠 体育専攻学生の体罰経験と体罰に対する意識に関する研究 髙橋

19 宮本　俊行 実践哲学を基礎とするスポーツチームに対する組織づくりモデルの提案 水落

20 安間　万智 女子柔道選手におけるモチベーションビデオ視聴による集団効力感の増強　～コミットメントに注目して～ 水落

21 矢野　樹 懸垂運動の筋電図学的分析 小山

22 山﨑　政宏 バタ足と垂直跳びの跳躍高との関係性について 小山

23 吉田　開 体育専攻学生におけるスマホ依存度と生活習慣の関係 髙橋

24 石井　陸 下肢ウエイトトレーニングと投球速度の相関性 大嶽

25 磯部　友恵 子供の体力低下と二極化 大嶽

26 彌永　拓志 平行棒における片腕支持１回ひねり支持に関する一考察 水島

27 荻原　萌 子供の水泳指導において指導者が褒めることによる子供の学習行動の変化 水落

28 加藤　未玖 運動パフォーマンスに及ぼす観衆効果に対する自意識の影響 水落

29 金井　嵩幸 砲丸投および連続グライド時におけるグライド動作比較 青山

30 菅野　勇輝 ブラインドサッカー体験による意識変化 大嶽

31 小玉　拓実 ウォーミングアップの違いが跳躍力に及ぼす影響について 小山

32 齊藤　和徳 つり輪における倒立のトレーニングの提案 水島

33 酒井　舞亜 冷房への暴露と体調不良との関係性 松本

34 島田　崇寛 小学校体育がおよぼす運動習慣への影響　-生涯スポーツを行うために- 大嶽

35 中西　瑠花 体育における学習意欲を規定する要因と性差による違いの考察 大嶽

36 林　奈南 球技領域における教材研究の展望　：小学校「ゴール型」実践を手がかりとして 鈴木

37 村上　大雅 三段跳びの踏切動作における成功試技とと失敗試技の比較 青山

38 山下　裕樹
テニス競技における勝敗の要因に関する一考察　-コートサーフェスの違いによるボール・イン・プレイ時間に着
目して

髙橋

39 山科　杏奈 下腿へのコンプレッションウェアの使用がカーフレイズ中の筋疲労に及ぼす影響に及ぼす影響 小山

40 足立　広輔 指導者の言葉かけが選手のやる気におよぼす効果 大嶽

41 新井　茉理奈 チアリーディングのポジション別体力特性 小山

42 石塚　智陽 肩関節痛に対するテーピングが投球速度及び遠投距離に与える影響 小山

43 伊東　雅栄 乳酸菌を含むスポーツドリンクの継続摂取が大学女子ラクロス選手の夏季コンディショニングに及ぼす影響 松本

44 岩部　新大 大学生におけるスポーツキャリアと動機付けに関する研究 野口

45 遠藤　龍輝 スピードスケート滑走時に発症する「グラグラ病」の生起要因と生起するまでのプロセス 水落

46 小倉　かをり 低酸素とHIFの分析 長澤

47 小野瀬　佳照 日本でヒップホップは浸透するのか 櫛

48 神谷　岳志 体育・スポーツ系大学生における居住環境別に見た生活満足度 大嶽

49 木内　将司 野球における先制点が試合に及ぼす影響 野口
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50 栗田　琢郎 運動とコルチゾール 長澤

51 佐藤　啓太 棒高跳び選手と１０種競技選手におけるポール走の比較 水島

52 塩野　健紘 通常学級に通うダウン症生徒の関係性構築に関する一考察 伊佐野

53 清水　祐谷 トライアスロン競技におけるバイク能力とラン競技の関係性　ラン競技のタイム、ピッチ、ストライドの視点から 野口

54 中野　真穂 自分と同等のレベルである競争相手を意識することで競技記録は向上するのか 水落

55 林　佑香 女子サッカーの歴史と今後 大嶽

56 森　裕也 運動習慣のある学生を対象とした目的別栄養サポートの検討 松本

57 山川　海斗 偏平足者に対するアーチサポートテープが跳躍能力に与える影響 小山

58 山田　望由 縄跳び運動中の音楽視聴が身体的・心理学的指標に及ぼす影響 小山

59 吉田　匠 コンプレッションウェアが筋組織中の酸素状態に及ぼす影響 小山

60 赤荻　蘭丸 レスリング選手の減量法と減量による心身的自覚症状 櫛

61 上野　恵太 アルティメット選手の創発身体知に関する一考察 伊佐野

62 加賀美　早紀 大学生スポーツ選手のバーンアウトプロセスとアレキシサイミア傾向の関係 水落

63 黒田　志遠 平行棒における後ろ振り上がり前方屈伸宙返り支持の一考察 水島

64 小島　隆広 最大運動負荷プロトコールの違いによる心拍変動の差異 長澤

65 駒沢　聖也 指導者のいない環境下でのチーム育成方法について 野口

66 塩屋　裕斗 一流選手の有効打突発生過程に関する研究：引き技に着目して 川井

67 竹本　直矢 柏レイソルをモデルとしたプロサッカーチームとホームタウンの結びつき 大嶽

68 直塚　哲也 学校体育の存在意義に関する一考察　-教科体育におけるスポーツの在り方をめぐって- 伊佐野

69 中西　亮雅 鉄棒における伸身背面とびこし懸垂の技術について：前方回転運動に焦点を当てて 水島

70 平松　パプデンバハードル走のインターバルスプリントにおける支持脚各部の貢献度 青山

71 益子　広幸 ウエイトリフティング競技における睡眠とサプリメントが試合に及ぼす影響 櫛

72 松本　衛 中学生と大学生の自意識とスポーツ特性不安の関係 水落

73 峯村　智志 陸上競技400m走選手の競技成績について関連する体力要因について 小山

74 村田　弘美 心拍変動からみた至適運動強度 長澤

75 山田　祐太朗 競馬は本当にブラッドスポーツと言えるのか 野口

76 米本　雄大 笑いが運動パフォーマンスに及ぼす影響　-意識的笑いと機械的笑いの効果- 水落

77 石田　美羽 プランクエクササイズとバルーンを用いた最大呼気における筋活動量の相違の比較 小山

78 大村　貴之 大学生フェンシング選手の視機能に関する研究 髙橋

79 狩野　由麻 偏平足がバランス能力に及ぼす影響 小山

80 河野　将太 体育学専攻学生における食行動と競技レベルの関係 髙橋

81 小林　彩乃 パラアーチェリーの理念からスポーツを通した共生社会の行方を考える 水上

82 斎藤　亮輔 2018年FIFAワールドカップロシア大会によるセットプレーの有効性 大嶽

83 関谷　洋祐 サッカーにおけるボール保持率と勝敗の関係性について 大嶽

84 塚越　樹 ラグビーが親しまれるには 櫛

85 羽石　南 スポーツウェアによる運動に対するモチベーションへの影響　-アスレジャーの意識とスポーツ経歴の関係性- 大嶽

86 松井　将 成長期におけるサッカーにおけるシュートスピードとシュートフォームの関係性 小山

87 豆塚　将文 体育専攻学生における睡眠障害と学生生活に関する研究 髙橋

88 山崎　峻平 体育専攻学生における目標行動スキルと競技力および競技歴の関係 髙橋

89 リュウ　ムショウ NBAのユニフォーム広告に着目したビジネスモデルに関する研究 水上

90 船橋　彩香 高強度インターバルトレーニングにおける運動時間と休息時間が心拍数に及ぼす影響 小山

91 安良岡　俊 切り返しにおける発声の有無による心拍数の変化 川井

92 福呂　悠樹
ユース年代におけるボール奪取地点からゴールまでの家庭の有効性　-高円官杯JFA U-18サッカープレミア
リーグ2018-

大嶽

93 溝口　航太郎 剣道と他スポーツ競技のコーチングに関する一考察　-共通点と相違点に着目して- 川井

94 中村　康平 リカバリー系スポーツフードの摂取による疲労回復効果の検討 松本
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